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麦は聖書の中にたびたび出てきますが、とりわけ『新約聖書』ヨハネ伝12章は
有名です。そこでは一粒の麦が多くの実を結び、やがて多くの人々に恵をもたら
すとあります。この教えを受け、世界で「一粒の麦」たらんと校内外で活躍する、
在校生、卒業生の動向を中心に取り上げ、本校での教育の今をお伝えしたい。
このような願いの元に「麦」と名付けられました。

特集 新型コロナウイルス

コロナが
私たちに
教えてくれたこと

　昨年の3月、本校創設以来初めてとなる無期限
一斉休校を経験しました。これは何も本校に限った
ことではありません。ご存知のように、2月末にかけて
県内での感染者数増加に伴い、県からの休業休校要
請を受け、上述の通り本校も休校措置を執りました。
　3月から4月にかけては、出会いと別れの時期で
す。本校でも3月に中学校、高等学校それぞれで卒
業式を行います。新たなステージへと旅立つ卒業
生を、在校生、保護者、教職員が賑々しく祝しま
す。そして4月に入り、今度は期待と不安を胸に抱
いた新入生を、喜びをもって歓迎する入学式が行
われます。語弊を恐れず言うならば、一年間の中で
最も学校が華やかになる時なのです。そして在校
生にとってもそれは同じです。一年間を締めくくり、
進級し新たな出会いや学びの意志を新たにする

重要な時でもあります。
　ただ、昨年は例年と全く異なる春を迎えました。
　まず、卒業式。本来であれば、卒業生とその保護
者がチャペルに一堂に会します。しかし、感染対策
のため、保護者はチャペル外のエントランスで参
式、卒業生も全員マスク着用の上、恒例となってい
る呼名応答も禁止でした。今となっては多少慣れて
きたマスク姿も、当時はまだ馴染まず、列席者全員
がマスクを着用している姿に異様な印象を受けた
ことを鮮明に覚えています。しかし、今から振り返
れば、現段階において卒業式が最後の集会行事で
あったことになります。在校生の終業式はそれぞれ
学年毎に教室で行われ、他クラスや他学年の生徒
と接触することを極限的に減らして行いました。
　そして、入学式。これに至っては2020年度入学
生の式を、2021年度になった今になっても行うこと
ができていません。これだけでも、昨年度の異質性
が極まるのではないかと思います。
　我々教職員も、正直大いに戸惑い、大いに悲し
みました。学校は生徒のためにあります。その生徒
が学校の中にいない。生徒の声が聞こえない。生徒
の顔が見えない。学校はその存在意義を問われた
と言っても過言ではありません。この時から終わり
の見えない、答えが存在しない問いと向き合ってい
くこととなりました。

学校の主役は生徒である、ということの意味

afterコロナの学校現場

　コロナがもたらした影響は随所にありま
すが、授業形態の劇的な変化もその一つで
す。本校でもタブレットを活用した授業が各
教科で展開され、新たな学びのスタイルが確
立しつつあります。

ICTを活用した授業

　「ソーシャルディスタンス」という言葉も
すっかり社会に浸透した感がありますが、校
内においても生徒、教職員ともに常日頃から
意識するようになりました。写真は図書館の
様子です。

学校での新しい生活様式

マスク着用での卒業式は、見慣れない光景でした。

入学式を待つチャペル。
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SEINAN VIEW

心静かに祈り、考える時間をともに

・入学式を動画にて配信
・休校期間継続

チャペルでの礼拝を再開

4月

・中高クリスマス礼拝12月

教材の配布準備。教室いっぱいに荷物が運び込まれました。 初夏を迎え、久々に見ることができた登校風景です。 クラスの半分の登校。教室がいつも以上に広く感じます。 消毒を毎日徹底して行いました。

創立記念日の院長、校長挨拶も動画にて配信。

オンライン文化祭より、弦楽部の演奏。

　学校は様々な役割を担っていますが、それらは全
て生徒のためにあります。つまり学校の主役は言う
までもなく生徒です。しかし、今回のコロナ禍はその
大前提をことごとく打ち破りました。
　昨年の3月、無期限一斉登校禁止という前例のな
い措置を取りました。言うなれば主役不在の舞台で
す。ですが、”show must go on”。例え、生徒が学
校にいなくとも、西南学院中学校・高等学校に2000
名近くの生徒が在籍していることに変わりはありま
せん。生徒の学びの機会や、成長の機会を奪うわけ
にはいかない。今になり振り返れば、その思いに突き
動かされた日々であったように思います。
　年度が改まった4月。入学式や始業式も行えない
ままスタートした2020年度でしたが、まず初めに
行ったのが、生徒への配送物の準備でした。進学・
進級直後は教科書やプリントなど様々な物が配布
されます。とりわけ、教材は前年度からの継続で使
用するものもありますが、ほとんどが新しくなりま
す。これが手元にないと学習の機会を担保すること
ができません。そこで教職員一丸となって、配送準
備を行いました。これが意外に大変なのです。教科
書などの書籍はそれなりの重さになりますし、個人
情報を含むものもありますので、誤配送があっては
なりません。作業自体は１日ですが、体力的にも精神
的にもかなりのエネルギーを消費しました。そして、
各家庭への配送が完了したころを見計らって、各家
庭に電話連絡を行いました。本校ではコロナ禍の前
から、ICT機器を導入した授業やホームルームの実
施計画を準備していたことが非常に幸いであったと
思います。電話連絡による確認の後、それ以後の連
絡はICT機器を使ったアプリケーションを介しての
やりとりに比較的スムーズに移行することができま
した。ただ、前倒して導入し、教員も生徒も慣れてお
らず、問題が全くなかったわけではありません。問
題が報告されたら、その都度対応していくという試
行錯誤の日々が続きました。

　それと同時に休校期間中の生徒の学びをいかに
進めるかということにも心を砕きました。そこで教員
同士、知恵を出し合い、授業動画を作成して配信し
たり、オンラインによる個別対応のシステムを構築
したりと生徒の学びを止めないための様々な工夫を
行い、なんとか難局を乗り越えようとしました。この
時の経験はこれまでの授業のあり方を見直す良い
機会となり、一斉登校が始まり、通常に近い形での
授業が可能になった後も、様々な場面で活かされて
います。
　5月末。全国的に新規のコロナ感染者が減少傾向
になり、緊急事態宣言が解除されたことを受け、本
校でも分散登校を開始しました。登校してくる生徒
はクラスの半分、しかも半日のみというなんとももど
かしい限りでしたが、それでも学校に生徒の姿が
戻ってくることは何ものにも変え難い喜びがありま
す。やはり学校には主役である生徒が必要なのだと
いう当たり前のことに、今一度立ち返らせてくれた
瞬間でした。
　生徒が学校に戻ってきてくれたことは本当に嬉し
いことなのですが、今度はいかに校内外での感染を
防ぐかということが最大の課題となります。校外と
書いたのは、公共交通機関を利用している生徒がほ
とんどだからです。ですので、校内における感染症
対策はもちろん、登下校時や休日などの過ごし方に
ついても、学校としてできる限りの教育を行い、責任
を果たしていかなければなりません。これらは一朝
一夕にできることではなく、常日頃からの声かけや
関わりの中で醸成されていくものであり、終わりのな
いことです。
　しかし、昨年度当初に抱いた思い。「生徒の学び
の機会や、成長の機会を奪うわけにはいかない」こ
のことを再度胸に刻み、我々の試行錯誤の日々は今
日も続いています。　

・一斉登校開始6月

・創立記念日
・分散登校開始5月

・高校オンライン文化祭10月

　今年度は新型コロナウイルス感染症対策のた
め、登校再開後もチャペルに集っての礼拝の時を
持てない時期が続きました。そのため、小チャペル
からの中継を各教室へZOOMで配信。チャペル、
そして聖書と向き合う時間は本校の教育の土台で
す。この時間が途切れることがないよう、試行
錯誤を重ねました。
　10月より、中高ともにチャペルに入場するクラス
と、教室で参加するクラスとに分けて実施。密に
ならないよう配慮し、全校が一堂に会する形では
ありませんでしたが、同じ時を共有することができ
ました。
　讃美歌をマスクの中で小さく口ずさみ、間隔を

空けて着席し、普段とは全く違う雰囲気の礼拝で
す。それゆえ、チャペルという時間と場所の厳か
さ、大切さを改めて実感しました。初めて入場した
中高１年生や、久々に集うことができた生徒たちも
同じ思いを抱いてくれたことと思います。
　また外部講師をお招きし、さまざまな課題の解
決に光を与えてくれる聖書の言葉について拝聴し
ました。コロナ禍の中でこそ見えてくる自分自身や
周囲の人々のこと、社会全体の問題としてどう向
き合うのかを考える機会となりました。
　生徒にとってもさまざまな思いを抱えることと
なった１年ですが、チャペルでは変わらず心静かに
祈り、考える時間を守り続けていきます。



西南中高のクリスマスシーズンのはじま
りを告げる点灯式が11月16日に行われま
した。合唱部のハンドベル演奏で始ま
り、聖書朗読、2学期の歩みに感謝し課
題の中にある方をおぼえる祈りの後、吹
奏楽部の演奏の中、５ｍのツリーが輝き
だす西南中高ならではのイベントです。
今回は新型コロナウイルスの感染拡大防
止が呼びかけられ、大人数で集まること
ができない中、どのようにと悩みました
が、YouTubeライブで全教室に配信する
ことに。毎年エントランスホールで行い、
観覧できる人数は限られていました。いつ
か中高全体でと願っていましたが、思い
がけず願いが実現しました。世界的な試
練、不安の中、私たちと共に歩むことを
願って独り子イエス・キリストをこの世に
お送り下さった神さまの愛、暗闇の中に
灯された光の意味を思う、忘れられない
セレモニーとなりました。
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クリスマスツリー点灯式

全校生徒で
分かちあえたクリスマス

樋口 凜さん
熊本大学 医学部医学科　在籍

在校中、一番印象に残っていること

OB・OG interview

思い出深い出来事が多く、とても迷いますが、一番は聖書の授業です。他の学
校で聖書に触れる機会はなかなかないですし、試験のための勉強だけでは築
くことのできない学びを得て、人間的にも大きく成長できたと思います。

大学生活、これは言いたい

一口で言って、自由です。興味のあることや好きなことに時間を割くことができ
て楽しいですが、裏を返せば自分次第でもあります。目標を持って、やるべき事
はやる。これさえ心に留めておけば、とても充実した生活になると思います。

最後に一言

西南で過ごした時間は今の私をつくる大切なピースの一
つです。尊敬する友や先生方に出会い、様々な考え方や文
化に触れ、多くの刺激を受けました。これから中高生として
生活する皆さんには、ぜひあらゆることに興味を持ったり
挑戦したりして、実りのある学校生活を送ってほしいです。

石田 千晴さん
京都大学 経済学部経済経営学科　在籍

在校中、一番印象に残っていること

高校２年生での林間学校は、かなり印象に残っています。単なる修学旅行とは
違って、たくさんの方のお話を聞き、自分を見つめ直すことができる機会です。
林間学校が終わるころには、精神的にぐっと成長した自分に出会えるはずです。

大学生活、これは言いたい

大学での勉強は自由で本当に楽しいです。興味を持ったことについて調べた
り、教授や友人と議論したりするのは刺激的でわくわくします。大学の学問に
は答えがないことが多いです。それもまたロマンがあっていいなと思います。

最後に一言

西南学院は、求めれば与えてくれる場所です。一人一
人がやりたいことを臆することなく周りに発信でき、
その夢を全力で応援してくれます。他ではなかなか
味わえないであろうあたたかい学生生活を、ぜひ経
験してほしいです。

西南の教育の現在とこれから

オンライン
国際交流

音楽科の
新たな取り組み

　新型コロナウイルスの流行により、音楽科
では歌唱実技が特に制約を受け、「歌えない
音楽科の授業」が音楽科として成り立つのか
と悩む日々でした。そんな中「今、すべきことと
は何か」「今だからこそできることとは何か」を
心の軸に据えながら題材を検討しました。高
校では休校期間中はiPadを活用したオンライ
ン教材での授業を行い、休校期間が明けてか
らは、通常ではなかなか実施できないドラム
実技を取り入れました。導入として行ったボ
ディパーカッションでリズム感を養い、ドラム
実技へと発展させ、ほとんどの生徒がエイト
ビートにフィルインを入れ、１曲の楽曲を試験
で披露することができました。
　感染症予防に神経を尖らせ、題材には制約
を受けた窮屈な１年でしたが今できることに
対して懸命に取り組む生徒達にとって様々な
課題に喜びをもって臨み、実り多い１年となり
ました。

　今年度の世界的状況の影響を受け、在籍し
ていた留学生たちは全員帰国、来日予定だっ
た留学生たちも留学が全てキャンセルとなる
中、生徒たちに少しでも海外への興味関心を
維持してもらいたいと考え、オンラインでの国
際交流を行いました。
　交流を行ったのは、中学3年生全員と、西南
学院大学に留学予定で、まだ来日が叶わず母
国で待機中の交換留学生たちです。11月9日～
13日にかけて、中学3年生は各クラス9チーム
に分かれ、それぞれプレゼンテーションを行い
ました。テーマは日本の音楽・文化・食事・福岡
の名物・特産品などについて、iPadのプレゼン
ツールkeynoteを用いて作成。当日はZoomを
通して、約30分間のやり取りをしました。参加
してくれた留学生は、フィンランド、フランス、中
国、香港、台湾からの10名で、興味をもって聞
いてくれていました。最後に質疑応答もあり、
生徒たちは「緊張したけど、伝えたいことが海
外の人たちに伝えられて感動した、面白かっ
た」と笑顔で話していました。ICT機器を用い、
今できることを模索していく中に、多くの気づき
と感動がありました。
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SEINAN NEWS

華道部 吹奏楽部

作品は校内に
飾られることも
あります。

中学校

福岡県青少年科学館主催の小・中学生理科研究コンクール
において、「with プラスチックの海岸事情」という研究
ポスターを出展し、優秀賞を受賞しました。昨今のマイクロ
プラスチック問題に関心を持ったことから、福津市内の
海岸20箇所でプラスチックごみを採取し、分類、検証を
行った緻密な研究内容が評価されました。
 

放送部

左：山本純名さん、右：副部長の福島桜さん 森田さくらさん

「優秀賞」獲得！

　７月の県代表選考で、森田さくらさんの作品「君
の観る世界」が大賞となり、その後、「全九州高等
学校総合文化祭」において「文化連盟賞」の受賞と
なりました。しかし、12月に予定されていた大会撮
影会･講評会は中止となってしまいました。活動が
制限された中で撮影されたその作品は、「魅力的な
美」を私たちに伝えてくれる作品となりました。

　様々な行事が中止される中、なんとか心に残る
思い出をと生徒会が中心となって文化祭に代わる
「西南祭り」を開催することができました。縁日と
スポーツを組み合わせたような趣向で例年とは全
く異なる形でしたが、「新しい行事様式」と言える
ような、随所に工夫を凝らした企画となり、暗くな
りがちであった生徒の心に光を与えてくれました。

　「第42回九州高校放送コンテスト」において
山本純名さんが「アナウンス部門」で優秀賞に選ば
れました。今回は市・県大会ともに録音ＣＤを提出
しての審査となりましたが、九州大会では「人前で
アナウンスする」という形で大会に臨めました。人前
で読むことの緊張感や喜びを改めて感じたと同時
に、様々な方への感謝を覚える大会となりました。

写真部

「文化連盟賞」受賞！
学校行事

笑顔あふれる「西南祭り」

高等学校

2020年度
各部・同好会
その他

TOPICS

小田 向日葵さん
第44回全九州高等学校音楽コンクールにおいて、山本
茉奈さんが金賞 グランプリを受賞しました。これまでも
いくつものコンクールに挑戦し、その実績から同年11月に
はKBCラジオ放送で本校音楽室から生演奏を披露。本校
のクリスマス特別礼拝では、奏楽奉仕も務めました。

高等学校 山本 茉奈さんPICK
UP

interview

活躍する
西南生！

卓球部(男子)

部員みんなで支えあい、のぞんだ大会
中学生活委員

ポスターでコロナ対策の注意喚起
陸上競技部

110mハードルの種目で健闘！

中学校

福岡県
アンサンブル
コンテストでの
演奏です。

陸上
競技部

全国大会
女子１００ｍ
ハードルに
出場しました。

　陸上競技部の廣田加恋さんが、10月24日に
行われた新人福岡県大会の110mハードルの種目
に出場しました。9月に行われた市大会を3位で
突破したのち、県大会の予選は全体5位で通過。
疲労と寒さを感じながらの決勝は、横並びの大接
戦となる中8位入賞となりました。結果を受け止め、
さらに練習に励んでおり、3年生での飛躍が期待
されます。

　感染者を出さず、学校の皆が充実した学校生
活を送ってほしいという思いで、今年度は生徒
会の生活委員が中心になって「コロナ対策の注
意喚起」を徹底しました。各クラスの生活委員に
ポスターを2～3枚製作してもらい、そのポス
ターを学校中の様々なところに張ったり、各クラ
スの終礼時に手洗い、うがい、窓の換気を徹底
するように呼び掛けたりしました。

　卓球部(男子)は中体連早良区大会、福岡市大会
をともに全勝優勝で福岡県大会に出場。県大会は
予選リーグを１位で通過し、決勝トーナメントで
ベスト４に進出。力強いプレーを繰り広げ、県大会
３位を果たしました。緊急事態宣言が出され、たく
さんの制限の中での開催となりましたが、ひとり
ひとりが役割を果たし、部員皆で掴んだ勝利と
なりました。更なる成長を期待します。

2020年度
各部・同好会
その他

TOPICS

弦楽部 iPad
配布

３年生の
卒部演奏会を
チャペルにて。

科学
同好会

この日は
しぼり染めを
行いました。

これからの
学習に期待が
膨らみます。



　物理という学問に魅了され、その楽しさを多くの方に知っ
て欲しいという思いをもって教員になりました。普段の授業
においては、私自身も楽しみながら、わかりやすく興味を
もってもらえるように工夫を重ねています。自身の研鑽を深
めるために日本物理教育学会九州支部理事、九州高等学
校理科教育研究会事務局、世界一行きたい科学広場inふ
くおか実行委員などを務め、研究会などを通して得たもの
を日々の授業に還元しています。
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中学校 理科

柴﨑 幸貴先生

和佐野健吾先生  (元校長・体育科教諭)　

　混迷を極める現代社会において、確かな知見とそれに基
づく思考力、そしてそのことを的確に伝える表現力が求め
られていることはもはや自明のことと言えます。これらを養
うものとして、「書物」は大変有用です。なぜなら、「書物」に
は古今東西のあらゆる知が集積し、しかも時間をかけて醸
成されているからです。国語の授業では共読の空間の中で
「書物」に触れ、自らの知識と思考力を養っていきます。さら
に、表現力としての言語能力を養うために、受動的な理解
に留まらない能動的な知の運用を実践しています。

高等学校 国語科

平山 聖悟先生

世の光となっている
卒業生の“今”を紹介します

 聖句

　校長就任早々、新型コロナウィルス感染拡大という未曽有の事態に直
面し、前途多難の船出となりました。この１年を振り返って、校長としての
本来の働きができなかったことを大変申し訳なく、また残念に思います。
　これまで当たり前のこととして捉えていた、教育的役割、福祉的役
割、社会的役割を同時に満足させる場としての学校の在り方を見直さ
なければならない年でもありましたが、同時に、危機に直面して、教職
員集団としての一体感が得られた年でもあったと思います。共に歩んで
くださった教職員の皆さん、我慢して学校生活を続けてくれた生徒の皆
さん、応援してくださった保護者・同窓生の皆さんに心から感謝します。
　「マネジメントの父」と呼ばれる経営学者ピータ―・F・ドラッカー氏
は、リーダーの仕事とは「目標と物事の優先順位を決め、それを維持し
ていくこと」だと言っています。状況を冷静に見極める目を持ち、ぜひそ
のような働きができるようにと願っています。校長 早川 寛

苦難の内にみえたもの － コロナ禍での１年を振り返って －

喜ぶ人と共に喜び、
泣く人と共に泣きなさい。
（ローマの信徒への手紙12章15節）

短くて簡単に覚えられるけれど、いざ実践となると難しい。生涯の目標としている人も多い言葉です。勉強、部活、
親や友達との関係…いろんな人・ことに囲まれて過ごす中高生、自分のことだけで心が満杯になる日も少なく
ないでしょう。いっしょに喜ぼうとする思いを阻む嫉妬や劣等感、自分が優位に立っていないと気が済まない
自分に気づいて自己嫌悪の涙を流す日も…。でもその経験こそが、本当の共感・共苦の涙を生むのです。

新たな博多織の
可能性を拓く
技術の伝承と革新を

　私は、伝統的工芸品博多織を製造する織元
の3代目として会社を経営しています。
　博多織は、780年もの間、博多の地で織られ
続けている織物で、江戸時代には、徳川幕府へ
の献上品に指定されていました。伝統的工芸品
といえば、「昔ながらの手作り・伝承された匠
の技」と思われがちですが、どの時代も、その
当時の最新の考え方や技術を取り入れて、革
新を積み重ねて今日に至っており、昔の物を昔
ながらに作っているものではありません。
　博多織は、いつも新しい。そう思われる伝統
的工芸品をこれからも作り続けなければなり
ません。
　中学卒業後、浪人し1年遅れの私を温かく
迎えてくれたのが、西南学院高等学校でした。
同級生よりも1つ年上という非常にやりにくい
高校生活と思いきや、クラスには浪人や留年
した仲間もおり、楽しい高校生活を送らせて
いただきました。また、男子校最後の学年で、
下の学年から男女共学となり、今まで男子に
しか接していなかった先生方の対応や、学校
の雰囲気が激変したこと、今でも鮮明に覚え
ています。

卒業生便り

株式会社サヌイ織物
代表取締役

（1996年高等学校卒業）
讃井 勝彦さん

松緑館ホールにある校歌の歌詞の織り物も讃井氏による

　高校を卒業して20年後の2016年は同窓
会の当番学年でしたが、その年は創立100
周年。私は代表幹事を仰せつかり、多くの
皆様の助けを借りて、中高大合同での日本
一の同窓会を無事に開催できたことは、誇
りに思いますし良い思い出です。
　そんな私に、天皇陛下御即位の献上品
製作の命が下りました。末代までの誉れ
と、会社を上げて全身全霊をかけ、製作さ
せていただき、今上天皇御即位の前に無事
に献上されました。
　ライフスタイルが激変する令和の時代、
現代生活に寄り添う博多織を作りながら、
革新を続け、その技術を次世代へ伝えてい
くことこそが、私の使命だと考えています。

　1962年入学、戦後15年を過ぎ高度経済
成長の真っただ中で2年後に東京オリンピック
を控えて日本中が活気にあふれていた。
1964年ペギー葉山が歌った「学生時代～蔦
の絡まるチャペルで祈りを捧げた日」の舞台
になったような蔦の絡まった赤レンガの講堂
を中心に東西に広がる3階建の校舎は生徒
たちの自慢だった。就職後も移転するまで
その風景をとどめた。東棟にはベランダが
あり休み時間は大勢の生徒であふれ、電線
に止まるカラスの群れのように見えた。年を
追うごとに施設の増改築が行われたが、校歌
に歌われた松の緑が少なくなってしまった
ことは残念である。入試制度の変更から30
年後、懐かしい男子校風景も77年の歴史を
閉じて男女共学になった。黒ずくめの学生服
から、スクールカラーのグリーンを基調とした
制服に変わり、学内は明るく変わっていった。
西新校地の面影は正門から見える蘇鉄の
植込みと建設当時の姿に復元された講堂
が大学博物館として残っている。

1916年の創立以来、本校は福岡の地で様々な歴史を
見てきました。このコーナーでは西南学院にまつわる思い
出話を紹介し、西南学院の歴史の一端をひもときます。

SEINAN今昔物語

西南に この人あり
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2017国公立大学 20162019

北海道大

東北大

東京大

一橋大 

東京工業大 

名古屋大

20182020

1

2

1 2

1

1

1

1

京都大

大阪大

神戸大

九州大 

難関10大学計

2

4

40

4932 34 41

5 2

1

32

11

51

1

42

国公立合計 

38

11

2528

国際基督教大

学習院大

日本大

東洋大 

駒澤大 

専修大

3213 57

19169 148

11 32

4142

津田塾大

芝浦工大

西南学院大

福岡大 

私立合計 

111130144 113147

817877938 804838

筑波大

東京外大

横浜国立大

広島大 

山口大 

九州工大

1

4

1

3

3

12

1 2

443 5

熊本大

大分大

宮崎大

鹿児島大 

琉球大 

576 34

1

193247324 259257

139124138 118108

221434 2917

青山学院大

立教大

中央大 

法政大 

218

明治大

27 1023

201111 2114

23109 1512

233915 1621

MARCH計

福岡教育大

北九州市立

佐賀大

長崎大 8157 73

8105 107

234 12

23 2

313 76

967 99

881 74

513 21

11814 813

過去5年間の大学合格者数
国公立大学は九州大学を中心に、北は北海道から南は沖縄まで幅広く全国に進学しています。
また私立大学は西南学院大学をはじめ、関東関西の難関大学へも数多く進学しています。

早稲田大

慶応大

上智大

東京理大 

私立大学 2019 2018 2017 20162020

29 22

2 1

11 13

15 14

11

10

19

23

1

11

19

21

57 50 40 54 64

12

18

13

関西学院大

関西大

同志社大

立命館大 

関関同立計 

554657 4147

313222 1924

71211 711

382635 4117

早慶上理計

　本校が中高一貫校として歩み始めてから間もなく四半世紀を迎える。
　これを機に広報誌は本格的に中高合同版として全面改訂を行うこととした。
広報誌の歴史を紐解き、記事選定から校正まで、伝統と時流を踏まえつつ
新たなあり方を模索していた。
　そんな矢先、世界はコロナ禍に見舞われた。年度当初の予定はすべて白紙。
学校行事とともにある広報誌も当然見直しを余儀なくされた。
　人間の計画とはかくも儚いものかと思わずにはいられない。と同時に、圧倒
的な試練を前に我々の寄って立つところが如何なるものかということにも目を
向けさせられる。
　創立者Ｃ・Ｋ・ドージャーは「西南よ、基督に忠実なれ」という言葉を残しこの
世を去った。今こそ、この言葉の真価が問われている。そのイエス・キリストは
「苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生む」と語りかける。私たち、西南
に連なる者はキリストに希望を委ね、激変する世界を生きていかねばなるまい。
　広報誌は本校の姿を、本校に連なる者を通じて、これから連なろうとする方々
に知っていただくためのものである。そのためにもまずは本校のあり方を自らが
正しく見つめられる視座を持たなければならない。そして、そこから紡がれる言
葉によって、少しでも本校に連なる希望を抱いていただければ、幸甚である。

Seinan,  Be True To Christ
西南よ、キリストに忠実なれ 隅石

〒814-8512 福岡市早良区百道浜1丁目1番1号
TEL（092）841-1317　FAX（092）845-6295
ホームページ https://hs.seinan.ed.jp/

西南学院は1916（大正5）年、米国南部バプテスト派
の宣教師であったC.K. ドージャーによって創立され
ました。その遺訓『西南よ、キリストに忠実なれ』
（Seinan, Be True To Christ）に示されている理念
を建学の精神として後継者たちが大切に今日まで
受け継いできました。西南学院は建学の精神とその
使命を基に、平和、人類愛、自由を理解し、真理に基
づき世界を導く人、他に先駆けて善や正義を実行す
る精神を持つ人、そして、他者や社会、さらに地球を
思いやる心を持ち、真の平和を実現する人を育成す
ることを目標にしています。

西南学院中学校・高等学校オープンキャンパス

西南学院高等学校文化祭
（学校案内コーナー）

日時：2021年7月17日（土）10：00～15：00

新型コロナウイルスの影響のため、中止、または内容に変更が生じる場合がございます。
詳細はホームページにてお知らせいたします。

日時：2021年9月25日（土）10：00～15：00
　　  2021年11月3日（水・祝）10：00～15：00 （両日とも中高合同開催）

私 の 合 格 体 験 記

　私は西南学院で高校3年間を過ごし、第一志望の大学に合格
することができました。受験勉強以外にも、西南で過ごした時間
すべてがこの結果につながっていると考えます。
　いくつか例を挙げるとするならば、部活動と、西南の象徴とも
いえるキリスト教や聖書の授業です。部活動は普段の学校生活
に多くの刺激を与えてくれました。個性的な仲間に恵まれ、非常
に有意義な時間を過ごすことができました。そして聖書の授業
は、高校生という思春期真っただ中の自分が、一人の人間として、
大人として、成長していく上で非常に大きな糧となりました。
　多くの仲間に囲まれ、とても濃い時間を過ごさせてもらいまし
た。どうか皆さんもこの西南学院で多くの友と出会い、夢を叶え
る準備をする場にしてほしいと思います。

城石 哲郎さん 2017年高等学校入学
九州大学 法学部合格

　西南の教育の特徴といえば、生徒がやみくもに勉強するので
はなく、なぜ勉強するのかについて考えることができる環境が
整っているところだと思います。西南の先生方は、授業を通して、
｢いまの学びが将来どのように役に立つのか｣を伝えてくださる
し、また、西南では外部の先生を招いた講演会も多く用意され
ており、講演を通して生徒は多くの分野の知識を得て、自分の将
来について考えることができます。このような環境で学生生活を
過ごすことができたのは、今思えば本当にありがたいことです。
これから西南で勉強する皆さんも、ぜひ将来を見据えながら、
有意義な勉強をしていってほしいと思います。

渡邉 紗羽さん 2014年中学校入学
九州大学 医学部生命科学科合格

※最新の合格者数については、ホームページをご参照ください。

181413 1622
1058275 7892

131116125 10899

71614 1220

168205157 156147

5432

315 53

344 42

その他私立計 その他国公立計 


